
 ○2023 年度神戸圏域圏域地域医療構想調整会議開催結果 

圏域名 神戸圏域 

日時 2023 年 11 月 9 日（木曜）17:30～18:45 

場所 三宮研修センター 605 号室（Web 併用） 

司会 
神戸市医師会 堀本 仁士（会長） 

神戸市健康局部長 梅永 司（事務局） 

出席者 
委員 33 名のうち 30 名出席（現地参加 22 名 Web 参加 8 名） 

うち、代理出席３名 

議事次第 

概要 

（１）協議事項 

①兵庫県保健医療計画（神戸圏域）の改定について 

（２）報告事項 

①災害対応病院の役割見直しの検討について 

②ACP（アドバンス・ケア・プランニング）の取り組みについて 

③感染症予防計画について 

 

内容 

（１）協議事項 

①兵庫県策定の保健医療計画が 2024 年４月に計画期限を迎えるた

め、圏域ページの改定についての概要及び改定の素案について事務

局より説明。 

（２）報告事項 

①「神戸市地域災害救急医療マニュアル」に基づき神戸市が指定して

いる災害対応病院について、現状の課題及び今後の検討事項等を事

務局より説明。 

②ACP（アドバンス・ケア・プランニング）の神戸市における取り組

みについて事務局より説明。 

③感染症法改正により、保健所設置市においても新たな予防計画を策

定することとなったため、その概要や数値目標等について事務局よ

り説明。 ※公表前の情報が含まれるため非公開 

 

主な質疑 

応答 

（１）①兵庫県保健医療計画（神戸圏域）について 

○この資料 4 の 2 ページの救急のところに関して、初期から三次まで

の医療機関の適正な役割分担をと示されているが、令和 4 年度の実

績を見ても、二次救が初期救急患者を 62％受け入れており、役割分

担が適正とは言えないということになろうかと思う。その適性とい

う部分において、今後、将来にわたり検討することだと思うが、資料

5 の計画本体は、ある程度そこら辺を踏み込んでおられる内容なの

か、それとも、今後の検討課題ということなのか。（委員） 

→初期救急患者が二次救を受診している割合が多いというのはデータ

として出ているため、別途、実際に高齢者が増えていることが救急

搬送件数増の原因なのかどうか、また役割分担について実際の重症

度に応じてどうなっているのかなど、いろいろと意見を聞きながら

検討する必要があると思っている。資料 5 の改定案には、項目とし

て掲載し、具体的にはまた別途意見交換という形で、データに基づ

いて検討していきたい。（事務局） 

 



○その他救急についての意見多数 

（主な委員からの意見） 

・コロナの間は、一時的に救急搬送件数減っているが、最近増加傾向。

高齢人口の割合が伸びており、高齢者の救急が増えると、若い方と

同じ疾患でも入院せざるを得ない状況となり、救急ひっ迫に繋がる。 

・ウォークイン患者の 6 人に 1 人は入院されており、みんな軽症とい

うわけはないが、ウォークイン患者を初期救急で対応するのが、今

後の医療資源の適正化で考えると、目指すべきところなのではない

かと思う。 

・北区は高齢者が 30％を超え、高齢化が進んでいることに加えて、田

園地帯で 1 戸建ての老老世帯が多く、タクシーの運転手が少ないか

らか、夜間なかなかタクシーが来ないということや、近くに子供世

帯もおらず不安になって、救急車を呼ぶということもある。そのよ

うな老老世帯が多いということもあり、コロナ前と違った様相を呈

してきているのではないか、地域の特性も救急増加のベースにある

のではないかと思う。 

  

 ○救急のことについては、また別途議論し、計画改定案は修正せず最

終案として兵庫県に提出する。 

 

（２）①災害対応病院の役割見直しの検討について 

○資料に書いてある、医薬品や衛生材料を備蓄するというのは、その

医療機関だけの物を備蓄するということなのか、その地域全体に必

要なものをそこで備蓄させるのかどちらなのか。（委員） 

 →対応病院のみのものというよりは、救護所等含めて災害時に提供す

るもの（事務局） 

 ○災害対応病院の 6 つの病院に負担がかかるため、地域に分けてその

中でまた別の病院の役割をある程度決めた方が良いと思う。（委員） 

 →まずは、今それぞれ各区に災害対応病院が無いという状況を見直し、

またエリア間の相互支援もご意見を伺いながら、検討していきたい。

（事務局） 

 

②ACP（アドバンス・ケア・プランニング）の取り組みについて 

○意見特になし 

 

次回以降 

の予定 
未定 

 


